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人血球ノ被凝集性二就テ
第2編 年齢，男女性，及ビ季節等ヨリ

  勘タル人血球ノ被凝集便二就テ

講師正木信夫
 （昭和8年12月4日受附 特別掲載）

               日

第’革緒  言

第二章 貿験材料及ビ方法

第三草實験成績

 第一節年齢別二彗ル人血球ノ被凝集僚

第一草 緒

次

第二節 男女性別ニコル人血球ノ被凝集値

第三節 人血球被凝集贋ノ季節的關係

第四章 結  論

   文  献

目

 人血球ノ被凝集贋ガ個人的二列域リ大ナル差異ヲ示スモノデアルコトバ前編二於テ詳述シ

ダ鹿デアルガ，本編二於テハ年齢，男女性別，季節等ニョツテ人血球ノ被凝集性二蟹化ガア

ルカ否カニ就テ報告スル．

 人血液型ノ胎生學的護育・二鯛シテハ（1）佐々木（計），ω奥（孫四郎），ω水（美登利），ω藤

高（茂明）等ノ研究ガァリ，凝集原ガ凝集素ニニ先ンジテ胎生23ケ月頃カラ護現シ，漸次分化

護育シテ｛I性前後二於テハ完成セラレテヰルコトバ大騒二意見ノー致テ見テヰル産デアル．

 而シテ，｛1’佐々木（計），ω藤高茂明），（3’奥（孫四郎），エ4〕水（美登利），｛5〕伊東（政一）等モ言

ベルガ如ク，初生児ノ血球ノ被凝集贋ハ母ノ血球ノ被凝集便ヨリ低イモノデ年齢ノ進ム二件

ヒ，漸次上昇スルコトハ次ノ数氏ノ實験報告ニョリ略察知セラル・慶デアル．仙A．Bjφru皿

肌T Kempハ初生見ヨリ春機護動期二夏ツチ英ノ血球ノ被凝集慣テ測定シ，初生兄二於

テハ成人ノ約兆二通ギナイクレドモソレヨリ年齢ノ進ムニ從ヒ上昇シ，春機護動期二至ツチ

護達チ遼ゲルモノデアルト言ヒ，｛7〕O．Thoms㎝u．T．K舳e1ハ多数ノ例二就キ詳細工實

験シテ血清ノ凝集慣ハ幼年ヨリ年齢ノ進ムニ從ツチ上昇シ，5－lO歳二至ツチ最高二達シ，

英ノ後ハ叉漸次下降シテ90一一100歳二於テハ乳幼児ノ凝集便二一致シ，同様二血球ノ被凝集

慣モ年齢ノ進ムニ從ツチ上昇シ，15－20歳二於テ最高二達スルガ，共ノ後八大部分（85％）何

等饗叱ナクシテ高齢二及プ、述ベテヰル。我国二於デモ㈹樋口（功弘），U7，上道（清一），一9〕

南風原（朝保）等モ血球ノ被凝集腰ハ幼年ヨリ高齢二及フニ從ヒ上昇スルコトテ認メ，U”中

根（太郎）ハ之ト反対二年齢ノ推移二件ヒ，減少スルガ如キ傾向ニアルト逆ベテヰル．

 ‘邊〕樋口（助売、），Uo〕S・出ff・．M㎝dlowic・ハ血清凝集便ノ男女挫別ニョル鐘化ヲ観察シ
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チ，英ノ間二差異テ見出シ得スト報告シテヰルガ，川）高橋（重勝）ハ眼疾患者二就テ，血清

ノ凝集贋テ測定シ，女性ハ男性ヨリ高イコトヲ認メ，最近，㈹㈹水谷（榮夫），｛9〕南風原（朝

保）等モ血清凝集贋ノ男女性別テ調布シ，矢張リ女性ハ男性ヨリ高ギガ如洲報告スル慶ガ

アツタ．

 血滴ノ凝集慣，血球ノ被凝集慣ハ前述ノ如ク年齢，男女性別ニヨツテ蟹動アル外二季節的

ニモ愛動テ來スモノ・如ク，（11〕㈹宮崎（袷吉）八人血清及ビ豚血清ノ凝集贋ヲ測定スルニ際

シ，季節的二血清ノ凝集贋二蟹動ヲ來スコトヲ認メ，12月，1月，2月等ノ酷寒ノ候及ビ7

月，8月等ノ酷暑ノ候二於テハ凝集債昇騰シ，4月，5月，9月，10月，コ1月等ノ春秋二於

テハ低債ナルコトヲ知リ得タド報告シ，04J山本（千佳）ハ同様ノ闘係ヂ調査シ，大騒参カラ

春ガ高ク，夏カラ秋ニカクテ低イド遊べ，㈹南風原（朝保）ハ血清ノ凝集債ハ4月ガ最モ低

ク，12月ガ最高デアツタト記述シテヰル．Ugj高原（武一）ハ食事ノ前後二於テ凝集債二差異

アリト言ツチ居ル．

 以上文戯二徴シ，血清ノ凝集贋，．血球ノ被凝集便ガ個へ的二差異ガアルバカリデナク年

齢，憧，及ビ季節等トノ間二一定ノ開係ガアルモノトスレバ誠二興味アルコト・言バネバナ

ラナイ．然ルニ從來ノ業績ハ主トシテ血清二裁チノ成績デァッテ血球ノ被凝集贋二就テ精細

二楡ベタ報告ハ少ナイノデ余ハ比ノ離テ明カニシタイト考ベテ本研究二志シダ次第デアル．

第二軍 賢験材料及ビ方法

前編畠於テ得タ實験成績チ次ノ姉ク各節二分クテ統書廿的二観察テ行フ．

第三車費験成績
           第■節 年齢別ニコル人血球ノ被凝集贋

 人血球ノ凝集原性八個麗ノ護育ト密接ナ關係テ有シ，胎生期ヨリ漸次分化進展シ，英ノ被凝

集贋ノ増大スルコトハ既二歩タノ研究ノ結果明カナ事費デアリ，乳幼時ヨリ少年青年｝成長

ノ進ム二件ヒ，血球ノ被凝集性モ漸次高マノレモノデアノレコトバ緒言二於デモ遊ベタ産デァル．

 余モ亦年齢別ニコル血球ノ被凝集慎二蟹化ガアルカ否カテ見ソト欲シ，先ヅA型血球二

戯テ観察シテ見ルト，血球ノ被凝集償ハ後述ノ如ク性別ニョッテモ差異ガアルカラ男女二別

クテ見ルニ，小學児童ニハ嬢リ大差ハ見出シ難イガ，男子二於デモ女子二於デモ上級生二於

テハ被凝集贋高ギガ如キ傾向ガ認メラレル，勇子小學児童全髄ノ平均被凝集債ハエ33デアリ，

中學生ノ平均被凝集贋ハ142デアッテヤ・高クナリ，大革生ニナルト英ノ平均被凝集贋ハ221

トナリ更二被凝集慣ガ高クナツテ球ル．之ニョルト大鰐年齢ノ遊ムニ從ツチ血球ノ被凝集贋

ガ大キグナツテ行クコトガフカル．

 B型血球（男子）二就テ調ベテ見ルト（第3表）小學児童デハ平均被凝集便1年生ガ用，2

年生別74，3年生ガ159，4年生ガ195，5年生ガ231，6年生ガ220デ上級生ニナルニ從ヅ

テ被凝集贋高イ成績トナツタ．全髄ノ平均ノ被凝集慣ハエ88トナリ申學生ハ204，大革生ハ
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243｝ナ．リ年齢ノ進ムニツレテ血球ノ被凝集便モ高クナツテ行ク．

 B型血球（女子）二就テハ（第与表）小學児童デハ大駿上級生ハ被凝集廣一般二高ギガ如キ傾

向認メラレルガ，全麗ノ平均被凝集贋ハ1科トナリ女學生二於テハ124トナツタ．

 A過型血球二就デモ金ク同様デアツテ，α血清二対スル被凝集慨デハ男子二於テハ小學鬼

童ノ平均被凝集贋1工2，中學生ハ120，大學生ハ166トナリ漸次高ク，女子二於テハ小學児童

103。女學生I06デ友學生ニヤ・高ク，β血清二対スル被凝集贋ヲ見ルト（第7，8表）：男子デ

ハ小學児童平均ノ被凝集便ハ114，申學金工23，大學生ハ160トナリ年齢ノ進ム二件ヒ高ク，

女子二就テ見デモ小撃見童ノ平均被凝集慣ハ120デアリ，女學生デハ123デアツテ，女學生二・

於テハヤ・高イド云7コトニナッタ．

         第1表A型血球ノ被凝集贋ノ年齢的開係

被  凝  集  便
計

平均破

20 40 60 80 120 160 240 320 凝集僚

1年 0 O 1 1 6 7 o O ユ5

％ o 0 6．67 6，67 40．OO 46．66 0 0 100．00 132
一   ■一 一■

小 2年 0 2 1 1 7 4 1 1 17

％ 0 11．η 5．88 5．88 仙．18 23．53 5．88 5．88 100．00 133
學

1
一 一    皿 一

3年 O 1 1 4 3 2 o O 11

鬼 ％ 0 9．09 9．09 36．ヨ6 27．27 1記．18 0 O 100．00 100
I■■o  1 ■  I  一 I  … ⊥ 一 ■          …

童 4年 0 1 1 4 6 4 1 O 17

％ 0 5．88 5．88 23．53 35，3口 23．53 5．88 0 100．00 119

（ ■

男 5年 0 1 o 4  11 22 7 2 47

子 ％ 0 2．13 0 8．5123．40 46，8一 14．89 4．26 loo．oo 160

■ ■
一   〇              ■

ノ

6年 1 1 4 5 16 30 5 O 62

，、、

％ 1．61 1．61 6．45 8．06 25．81 48，39 8，06 0 100．00

）
139

言f 1 6 8 ユ9  49 69 14 3 169

％ 0．59 3．55 4．73 1｛．2428．99 40．8ヨ 8．28 1．78 1oo．oo 133

中學生 0 o 1 6  15 24  4 ．O 50

％ 0 0 2．00 12．0030．G0 蝸．O08．00 0 1oo．oo i42

大學生 O 0 O O 2 13 15 7 37

％ 0 O 0 o 5．ω 35．14 40．54 18．92 100．00 221

第2表A型血球被凝集贋ノ年齢的關係

                              平均被

        ・・1・・」1・・l1・・1叫…1欄  凝鞭

ユ年      6 22 25 15 5    0  74
96             8・11  29・73 33．78 2027  6・76        0   100－00
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小

學

児

童

女

子

ノ

2年  0

％  0

、1，1 4

4．82

1卑  33

16．87 39．76

、ll，j 、1、一 0   83

0  100．00 124

3年 0

％  O

1

1．41

4年 O

％ 3

1

1．？O

、1，1

，1，1

、1、、j

，1．j

，1，1

、ll．1、：1、

べ
5年  O

％  0

24

33．80

20

33．90

、ll，／、：1，1
20

27．40

1  0

1一刎  0

1「Io’

5，08  0

，1，1：

0  7I

0  100．00

：、二。。l

l、£。。1

121

127

127

6年  O

％  0

3

2．80

、ll、、二、1 ，：1，1 1：、1．1。 1，｝
133

計  0

％1・

10

2．14

23

4．93

9ア 178

20．77 38．12

芸1王1 二、。1，／ 0  457

0  －00．00 126

第3表 B型血球ノβ血清二対スル被凝集質ノ年齢的開係

小

學

児

童

男
子
ノ

1年

％

2年

％

3年

％

4年

％

5年

％

6年

％

言十

％

㍗。葦生芦1

大學生
  ％

被  凝  集  便
・・1

0

0

0

0

ザ・・」・・い・・」

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

7．14

 4  6

14．29 21．43

0  4

0 12．50

61，／、1、

3

9．33

 6

20．00

11，1，／、1。。

O

O

o

o

l／、1、、

、1，1，1、、

4

2．14

0

1

0

0

；：、1

0

4．76

1

2．86

30

1箇．04

 3

14．29

1

2．86

・剛…1…！…

13

46．棚

、ll．／

14

46，66

1§

37．14

、1，1，1，1 0

0

、1、、1，1、。 O

O

 5

16．67

 8

22．86

、1，1 0

0

 6

17．14

0

0

計 J平均被

凝集慣

、j。、f

11

30・561

73

39．04

 5

23．醐

 8

22，86

、£。。1

144

 32

100．oo

 30

100．00

 35

100100

、1、、j，1。、1 ，1．1重。。

12

3，．33

，1、、1，1、  36

100．00

174

159

195

理1

43

22．99

10

47．62

16

45．7．

23

12．30

2

1．07

220

、1：一

188

、1，1 ：1、二。。1

204

 7

20．00

、1，j、二。。j

243
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第4表

      正    ＊

B型血球ノβ血清二野スル被凝集贋ノ年齢的開係

被  凝  集  債 平均被

…1…
計

20 40 60 80  120 160  240 擬襲償

1年 O O O ユ3 28 19 3 o O 63

％ 0 O 0 20．64 44．刎 30．16 4．76 0 O loo．oo 129

皿  一 川  皿  止 1 ■ 一   」   一

2年 0 O 0 2 17 20 19 4 1 63

4・ ％ 0 0 0 3．I7 26，98 3工．75 30，16 6．35 1．59 100．00 186

學
3年 0 O 0 3 12 19 10 4 2 50

％ 0 0 0 6．00 24．00 38．00 20．00 8．00 4．oo 1oo．oo 187

一 一

兄
4年 O O 1 3一 9 16 ユ1 1o 1 51

意
％ O 0 1．96 5．88 17．65 31．37 21．5’7 19，61 1．96 100．00 201

＾ 5年 0 1 3 7 工4 15 10 2   0 52
女
予 ％ 0 1．92 5．？7 13．46 26．92 28．85 19．23 3．85  0 100．00 152
ノ、

■  ■  I  ■  I      一

■ … I  1 ■ 一 …               一 一

、、〕

6年 0 O 1 2 5 4   10 3   2 27

％ 0 0 3．70 7．41 18，52 14．81 37．04 11，11 7．刎 1oo．oo 2M
一 I一    ■ 一 L 一 一   」           ⊥  ■   一 ⊥ 1         一 一 一 一 一

言十 O 1 5 30 85 93 63 23 6 306

％ 0 0，33 1．63 9・80 27．78 30．39 20，59 7．52 1．96 100，oo 174

女 學 生 O 6 8 22 29 19 12 O！O 96 ；

％ 0 6．25 8．33 22．92 30．2i 19．74 12．50
   1010 m・・1…

第5表 AB型血球ノα血清二対スル被凝集償ノ年齢的開係

∫

        被  凝

・・1・・！・・」・・1…1

集 慣

小

學

見

童

男
子
ノ

エ年

％

0

0

2年

％

O

o

3年

％

0

0

4年

％

0

0

5年

％

1

3．22

6年

％

0

0

2

15．38

 2

15・38」

0

0

、1，1

、1。。1 、1。。1

、1。。1，1。。

、1，i 0

0

3

7．89

6

15．79

 3

23，08

 7

田．64

 4

30．77

2

18．18

、1。。1，1。。

2

20．00

o

o

8  7
・…11・・醐

8

21．05

5

13．16

…j測1・三1」㎎・

2

15．38

1

9109

、1。。1

 2

20．00

32．26

ユ2

31．58

0

0

0  0

0  0

O  O  O

O  0  0

0

0

 2

20．00

 3

9．68

4

10．53

0  0

0  0

O  0

0  0

O  O

0  0

O  0

0  0

計

 13

100．00

、ll。。1

、二。1

 1o

1oo．00

31

100，oo

 38

100．0口

平均被

凝集贋

89

93

91

118

126

121
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計 1 10 ユ5 37 21130 9 o O ユ23

％ O，81 8．13 12，20 30．08 17．07 24．39 7．32 0 O 一 100．00 112
一 一 ■ I一   一 L ■  1  」 一    I

Ψ學生（5年生）
O O 0 ・1・・」・ 0 0 0 14

％ O 0 0 ・螂1舳j1・… O 0 O 100．00 120
I   ’        ’1

’一■■

大學生 0 O O O 2  9 2 O  ■0113

％  0 0 O o 15．3869．24 15．38 O 01100・00 166

小

學

児

童

妻

子
ノ

第6表
1、。’

1年  O

％  0

2年  O

％  0

3年  1

％ 4・35

4年  O

％  0

5年  0

％  O

6年  1

％ 2．86

1，1，1

女學生 O
  ％   0

第7表

AB型血球ノα血清二一封スル被凝集贋ノ年齢的粥係

・・ v
1

3．45

2

6．67

 3

13．04

0

0

工

2．56

O

O

、1，1

o

O

被  凝  集

60180
4  12

13．79  41．33

4  9

13．33 30．00

1  7

4、那 30．個

6  6

28．57  28．57

6  9

15．38  23．08

・い・

17・14」舳

．1：1。」ll、

3  12

13．63 54．54

便

1・・…；・・」・・

10

34．48

12

40．00

1

3，45

3

iO，00

 Iア  4

3口、43  17．39

 8

38．10

12

30177

 1

4．76

 9

23．08

1016
28．57．一7．14

、ll，1，ll、

4  1

18，18  4，55

。1一

0

0

0

0

0

0

2

5．13

1

2．86

4

2．26

1

4，55

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ユ

4．55

平均被
計

480 凝集腰

0 29

0 100．OO 98

…
o 30

0 lOO，00 99

■
O 23

0 100．00 98
■

O 21

0 100．00 93
一     ⊥    L   …  」 一 一’■ 一

O 39

0 100，00 115

0 35

O 100．00 105

0 ユ77

0 1OO．OO 103

0 22

lOO．OO 106

AB型血球ノβ血清二対スル被凝集慣ノ年齢的閥係

稜  凝  集  硬
計

平均被

^、集硬20 ・グ・… ！・・“・・ 240 320 080

1年
00 00  2

P刻．29

214，29 614
S2，852B，57

OO oO Oo 14

P00．00 117

2年
0000

 2

Q0，OO

c         ＾       … 一 『

@3
P4．29

220．00  3  3

R0．0030．OO
M         ⊥  … 』      一

 0

@0

@2
X．52

00 00  10

P00，OO n2
小黒

一

3年
523．81  8

R8．10

29．521  ■ 14．76 00 21

P00．00 127
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馳

鬼

童

女
子
ノ

五   水

4牟F00505100011％0 045■5045459．09000100・0096
5年 O  0  3  6  4  5  1  0  0  19

…  帆舳1舳・・一・…脳・j・肌・…
6年 o  o 11 13 7  ぺ’■10一万■ 〇 一26

1％003．8550．0026．9215383．8500＝10α00108
計

％

0    16    28    33    19    4     1    0     101

0二15．8427．7232．6718，813，960．990100．00114

甲學生O10 0 3 7（5 ﾀ生）・」・、・㍗二三i・1・・

大二生」ll：ll，1。。1

4  0  0  0  14

28．57000100．00123
7 1 010 10

’70．OO lO．00  0    0   100．00   160

第8表 AB型血球ノβ血清二対スル被凝集贋ノ年齢的關係

1年

％

・・1・・1

 2年 O
小 ％ o

 3年 0撃

 ％ 0
兄4年O
 ％ 0重

（ 5年
女

子 ％
ノ

こ6年0一
 ％ O

計 O

％ 0

女學生 o
 ％  O

被  凝  集  慣 平均穣

1・・

刈
静

60 80 120 160 320 480 凝集債

0 3 11 8 6 1 O 0 29

0 10．34 37．93 27，59 20，69 3．45 0 0 コ00．00 111

L
」 I

1 1 7 12 8 1 O 0 30

3．33 ヨ、3コ 23．33 仙．00 26．67 3．33 二0 0 1oo．oo 12I
■ I     ■  I          ■ ユ

1
I                                              一   ■

’

1 3 8 6 4 ・1・ o 24

4．17 12．50 33．33 25．00 16．67 8．33 0 0 100．oo 113

一 ■
I ’     一  L II ■ II ■一

1 0 4 5 7 3 O O 20

5．00 0 20．00 25．00 35，00 15．00 0 0 100．00 コ40

1 3 4 9 4 o O O 21

4．76 14．28 19，05 42．86 19．05 0 0 0 1OO．00 一〔咽

o 1 7 8 5 4 O 0 25

0 4．00 28．00 32．00 20．00 16．00 0 0 100，00 134
，         ■  ■ 一  ■■一 0          0           一 一

4 11 41 48 34 11 O 0 工49

2．69 7．38 27．52 32．21 22．82 7．38 0 0 100．00 120

2 1 8 10 1o 2 O  O 33

6．06 3，03 24，24  ■ 30．30 30．30 6．06 0  0 1oo，oo 123

以上ノ成績ニヨリ，大鎧二於テ血球ノ被凝集｛質ハ少年ヨリ青年二進ムニ從ヒ高クナルコト

バ事ハレナイ事費デアルト思7．

上道（清一）ハ嘗ツチ欝教室二於テ175人ノB型．血球トク5人ノAB型血球トノ同一β血清二

対スル被凝集贋テ絵シ，第9表ノ如キ成績テ待テヰル．
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第g表

人血球ノ穣凝集性ま就テ

抗B凝集素二対スル被凝集贋 （上遣氏調査）

533

被 凝 集 便 平均被
血球 年齢 大貫

・… い・・ 工60 240 320 480 640 凝集債

5＿10 ユ8 O 2 7 7 2 O 0 O

IO－20 29 O 4 4 1O 9 2 O O

47 O 6 11 17 11 2 O 0

計
％ 0 12．η 23．ω 36．η 23，4C 4．26 0 0 165．9

20＿30 116 O 4 12 47 23 24 6 0

B
30－40 1 0 O 1 0 O O O O

型 117 O 4 13 47 23 24 6 O
計

％ 0 3．42 11．11 40・17 19，66 20．51 5．13 0 217．7

血 一一          1

40＿50 2 O O 1 1 0 O O 0

球 50＿60 3 O 0 1 2 O 0 o O

60＿70 1 O 1 0 O 0 O o O

70－80 4 2 1 1 O O O o 0

80－90
】， 0 O 1 O O 0 O 0

11 2 2 型 3 O 0 O O
言†

％ 18．18 18．18 36．37 27．27 0 O O 0 112．7

5－1O 8 I 2 2 3 O O 0 O

10＿20 16 O 0 5 1O 1 o 0 O
一■1

24 1 2 7 13 1 0 0 O

許
％ 4．16 8．33 29．17 54．17 4．17 0 0 0 140．8

20＿30 43 1 O 3 13 15 9 2 O

A把
30一一40 0 O O 0 o o o 0 O

型 43 1 O 3 ユ3 15 9 2 O

計
％ 2，33 0 6．98 30．23 ヨ0．88 zo．93 4．65 0 231．1

血

40－50 0 O 0 0 0 O o O O

球 50＿60 1 O 0 1 O O 0 0 O

60＿70 3 O 3 o 0 0 o O O

70－80 3 O O 3 0 0 o O 0

80－90 1 O O O 1 O O 0 O

’，一一1一

8 O 3 4 1 o 0 O O

計
％ 0 37．50 50．00 12，50 o 0 0 0 110．00

 之ニョレバ血球ノ被凝集慣ハ少年ヨリ批年二ナルニ從ヒ高マリ，次イデ老年二及ヘバ再ビ

下降シテ少年期目リモ寧日低クナツテヰル．
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          第二節 男女性別ニョル人血球ノ被凝集債

 血清（α，β）ノ凝集贋二男女性別ニヨリ差異ガアルモノデアノレカ否カニ就テハ既二S・b雌

u．Mend！・wi・二10j，高橋（重勝）…］1■，樋口（功砒、）工畠〕，水谷（榮夫）U帥，南風原（靭保）一9〕ニヨツテ

研究セラレ，大騒女性二於テハ男性二於クルヨリモ高イトサレテヰルガ，血球ノ被凝集慎二

就テ報告セラレタモノハ殆ンド見“シ得ナイ．

 ソコデ余ハ前節二遠ベタ域綾テ之テ男女二分クテ英ノ被凝集慣ヲ観察シテ見ルコトニシ

タ．

 小學生，中學生，女學生ノミノ成績二就テ観察スルニ，A型血球二於テハ第10表二示ス如

クデアツテ，男子二於テハ最モ多イノガ160イ菩迄反確陽性ノモノデ（40．79名），次イデ120倍

ノモノデアリ（29．39ヌ4），平均ノ被凝集便ハ138デアルガ，女子二於テハ最モ多カツタノガ

120脩迄ノモノデ（3Z57％）次イデ160侶迄ノモノデアリ（25．97％），從ツチ平均被凝集贋ハ

124デアツテ，之テ男女二比較スル二女子ハー般二被凝集便ガヤ・低イコ｝ニナツタ．

第10表 A型血球ノ被凝集贋（性別）

被  凝  集  僚 平均被
性別 校名

・・
?戟E・

計
20  40  60 160 240 320 480 凝集便

○小校 1 7 7 6 25 20 2 1 0 69 加7

S小絞 0 0 O 6 6 20 6 1 O 39 158

男 N小校 O O O 3 6 15 1 O O 25 144

B小校 0 o 1 1 1 10 5 1 O 19 178

丁小絞 0 1 1 6 14 4 0 o 0 26 112

予 中畢 o 0 1 6 15 24 4 o o 50 1蝸
’’      ’   一

計 1  8 1o 28 67 93 I8 3 O 228

％ O．刎 3．51 4，39 i2．28 29，39 40，79 7．89 1．3一 0 1oo．oo 138
L’         一  一  一 ’   1I     I    1 I  一■         1

@－   L ■    一

○小校 O 2 4 18 25 11 4 O O 43 115

S小校 O 3 2 6 11 13 2 O 0 73 124

女 N小椴 0 5 14 72 125 87 18 o o 321 125

B小椴 O O 2 2 9 14 3 1 o 31 117

丁小校 o O 1 1 10 9 0 0
δ

21 132

子 高女 0 O 12 19 24 7 6 ユ 6 69 116

言† O 工O 35 118 204 141 33 2 O 543

％ 0 1．84 6．44 21．73 37．57 距197 6．03 0．37 0 l00．00 124

 E型血球二於テモ同穣男女二分ケテ被凝集煩テ比較スルニ（第11表）男子二於テハ最モ多カ

ツタノハ160倍迄陽腔ノ千ノデアリ（37．2略），玖イデ240倍迄ノモノデ（25，58％）アツテ被

凝集便ハ比較的高ク，干均ノ被凝集便ハI93デアルガ，女子二於テハ120倍ノモノガ最モ多

ク（27．99劣），160悟之二1矢イタ．干均ノ被凝集慣ハ16ハナリ，之テ男女ノー成綾二比較スル
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                  人血球ノ被凝集一時．二就テ               535

ト女子ハー般二被凝集贋ガ低イコドニナル、

AB型血球ノα血清二対スル被凝集慣ノ男女別ハ（第12表）男子二於テハ被凝集償ノ高イモ

           第工1表 B型血球ノ被凝集慣（性別）

性別

男

子

女

子

校名

○小枝

S小模

N小枝1

中學1

被  凝 集 慣

20

計

％

0小枝

S小枝

M小校

高女
言ヤ

％

0

0

0

0

0

0

0

0

1・・1

0「

O

O

O

0

0

O

O

1

6

7

1．70

・・ v
1

3

0

0

4

1・861

0

0

5

8

13

3．16

80

2

10

0

1

13

6．05

2

9

19

22

52

12．65

120

2

26

2

3

33

15．35

10

19

57

29

115

27．99

160

12

61

2

5

80

37．21

10

27

57

19

113

27．49

…1
19

18

8

10

55

25．58

25

10

32

12

79

19．22

脚1
15

4

5

2

26

12．09

12

2

1・ v
01
261

6．33

蝸O
計

55

122

17

21

4

i．86

6

］．46

2－5 、

旭O00；

64

67

ユ84

95

411

刊。釧

平均被

疑棄憤

 248

 159

 181

204

193

238

155

162

124

164

第12表 AB型血球ノα血It滑二対スル被凝集便 （性別）

性別1

男

子

女

子

校名
稜  凝  集  硬

20 ・・1・ジ別1

○小換

S小枝1

N小枝≡

丁小検1

頂小枝1

中學1

計

％

○小枝1

S小検

N小枝

丁小戯

B小校

高女1

計

％

0

1

0

0

0

0

1

0．70

0

1

1

0

0

0

2

0．99

6

3

0

0

1

0

10

7．04

3

3

1

0

0

0

7

34㍗

11

5

1

0

1

0

18

12．68

14

9

4

0

1

3

31

15．35

19

14

0

2

4

2

41

28．87

15

10

27

0

2

12

66

32，67

120

3

13

1

1

3

10

31

2，．83

5

17

30

2

6

4

64

31．68

…1…1…｛
  1硝被

計1凝鞭

3

14

1

0

12

2

0

5

0

0

4

0

32  9

22，54  6．34

2

8

7

0

8

1

0

1

0

0

3

1

26  5

12，87  2．48

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ユ

1

0．49

O

O

O

0

0

0

O；

0 1

0

0

42

55

3

3

25

14

78

119

113

93

146

1～0

142 ■

100，OO l 109

39

49

70

2

20

22

79

103

88

120

147

106

202

100．O0   103
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第13表  AB型血球ノβ血清二野スル被凝集慣（性別〕

被  凝  集  僚         平均稜
性別校名一■I｝I■’一■…皿0’一
      ・・1・・」・・」・・

  0小枝     0  3  14

  S刈、榿ミ      O   ⊥3  15

  N小枝    O  O  1

  中 學     O  0  3

120

14

20

2

7

   一一        計
…i・・川・・…  凝鯛

14200 47 121
52105610－7
0000 3 －07
400014123

 言十0016334323410120 96    0    0   13．33 27．50 35．83 119，17  3，33  0．83   0   100．①0   114

・小枝り  ・1・「・ ｝〕・・
S小枝ド：  ・・1…  1  。！・・…
・小枝1ぺ  ・・≡・・・…   、・・…
   1  ≡

高女ド1  ・… 。・  パ・・…
計

％

O［6 ・2・960・6■30
・ト・・舳・舳舳・・一・…

186 1

10・00」1・1

ノガ比較的多イ様デアルガ，其ノ平均被凝集僚テ比較スルト饒リ大麦ハナイガ，懐カニ男子

ノ力ガ女子ヨリモ高イコドニナッタ．

 茨二AB型血球ノβ血清二対スル被凝集慨テ男女二分ケタ残綾ハ（第13表）〕20倍ガ男女共

二歩ク，女子二於テハ男子二比シ，被凝集贋ノ高イモノガ比較的多ク，從ツチ平均ノ被凝集

慎二於テハ男子114デアリ，女子二於テハ12いナリ，女子ノ力ガヤ・高イコドニナッタ．

之ハ検査例藪ガ少ナイダメニ起ツ1タ現象デアルカト思バレル・

 以上ノ成績テ総括スルト，血球ノ被凝集憤ハβ．血清二割スルAB型血球ノ被凝集慣テ除イ

チ，A型血球モB型血球モ，AB型血球モ共二，女子二於ケルヨリモ，男子二於ケル方ガ高

イド云フ結果トナツク．自ロチ從來ノ調査ニョル人血清ノ同種血球凝集｛貢ノ男女性別二於クル

閥係トハ反射デアル．山本（千徒），水谷（榮夫）ガ同一人ノ血液ノ血球ノ被凝集慣ト血清ノ凝

集贋トハ千行セズ高低相反スルガ如ヰ關係ニアル傾向テ認メルト言ツテヰルガ，余ノ域績ト

併セ考察スルト何ンダカ意味ガアル現象ノ榛ニモ思川ノルノデアル．

           第三節 人血球ノ被凝集債ノ季節的開係

 余ハ血球ノ被凝集贋テ測定スルニ當リ，殆ンドI年間各時期テ通ジテ調査シテヰルカラ，

之ラ各季節ノ威綾二分クテ，血球ノ被凝集慨ト季節トノ間二開係ガナイカ否カテ観察シテ見

様ト思7．

 本調杏二當ツチ，α血清ハ實験ノ都度B型ノ同一人ヨリ薮シク採血シテ血清ヲ分離シテ賢

験二用ヒ，β血清ハ賢験ノ初メニー度二多量ヲ得テ之ヲ滅菌的二氷室二貯戯シテ全實験ラ通

ジテ此ノ同一血清ヲ用ヒテ，血球ノ被凝集慣テ測定スルコトニシタ．期クシテ両者ノ域綾テ

比較鋤照シテ血球ノ被凝集便ト季節トノ及ビ血清ノ凝集慣トノ間ノ關係テ見ソト企デタ．
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人血球ノ被凝集憧ま就テ 537

 先ヅ，α血清二靭スルA型，AB型血球ノ被凝集贋ノ季節的關係テ見ルニ嘗ツチ，余ハ小

學児童ノ賛験成績テ以テ比較テ試ミルコトニシタガ，人数ハ必ズシモ同一デハナイノデ比ノ

威綾テ以テ正確ナ比較ナスルコトバ出來ナイカモ知レナイガ，大観ノ傾向ヲ知ルニハ差支ヘ

ナイト考ヘル．

 A型血球ノ被凝集贋ハ（第14表）冬二於テ最モ高ク，平均被凝集優ハエ49デアリ，之二次イ

デ秋ガ高ク，平均質ハ五24トナリ，春ハ最モ低ク英ノ平均被凝集債ハ122デアツタ．

 AB型血球ノα血清二対スル被凝集慣ハ（第15表）A型血球二於クルト回シク冬二於テ最モ

高ク，（平均被凝集慣156）秋之二次ギ（i03）春二於テ最モ低クカツタ（86）．

 印チ，α血滑二対シテハA型血球モAB型血球モ同様二参二於テ被凝集慣高ク，春秋二於

テハ低イド素フコトニナッタ．

 次二，B型，AB型血球ノβ血清二勤スル成績テ見ルトB型血球（第16表）ハ春ノ平均被凝

集倣ハ235トナツテ最モ高ク，次イデ秋ハ162デアリ，各ノ成績ハ15クデー番低クカツタ．

 AB型血球ノβ血清二対スル結果（第17表）ハ秋二於クル残綾ガ最モ高ク，平均124デア

リ，次イデ春デアツテ，平均被凝集慣ハ117トナリ，冬ノ戒綾ハ最モ低ク・テH2デアツ

タ．

 里Pチ，β血清二対スルB型及ビAB型血球ノ被凝集慣ハ春秋二於テ高ク，参二於クル成績

ハ低イド表フ結果ニナリA型，AB型血球ノα血満二割スル戒綾トハ金ク反射ニナツタ．

第14表  A型血球ノ被凝集慣ノ季節的爾係

季節 月 20 ・Oi60 80 I20 160 240

．一     一■ I …1I  一 ■     一F■   ，

1 月 O  O 3 3 ユO 24 8

2 月
。。」

2 i2 17 33 8

冬 一一 �?  一  一    」      一 一   一■ 一      I 一

計 o 31 5 15 27 57 ユ6

％ 0 2．38 3．97 11，90 21．43 45，24 12．70

平均被凝集僚    149
‘』                                  ■■

4 月 O 0 0  3
  、
U 1 15 1

5月 1 9 n 24一 50 31 6

審
計 1 911－27@ ： 15㎜1蝸ド7・09

56 46 7

％ O．63  一 35．ψ 29．11 4．43

平均稜凝集僚    122

9 月 0 5 14 72 125 87 18

11月 O 1 2 7 27 10 O

秋
計 O 6 16 79 152 971 エ8

％ O 1．63 4．35 21，74 如．30 26．36 4．89

平均被凝集徴    124

81

320 ㎎0  計

0   50

0   76

3   0   ユ26

2．38   0    100．00

0      25

1      ］．33

110 158
0．63   0    100－00

010 321
・1・1・・

0   0   368

0  0  100．00
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第15表 AB型血球ノα血清二蟄スル被凝集憤ノ季節的開係

季節

冬

．月

1 月

2 月

計

％

20

0

2

2

1．34

40

1

6

7

4．70

60

2

14

16

10．74

80

6

24

30

20，14

12⑰

9

30

39

26．17

160

20

22

42

28．19

240

7

6

13

8．72

320

o

O

O

o

目80

0

0

0

0

計

45

104

149

－00．00
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第16表 lB型血球ノ被凝集憤ノ季節的開係
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第17表  AB型血球ノβ血清二錫スル被凝集憤ノ季節的開係
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 以上ノニツノ威綾テ比較考察シテ見ルニ，β血清ハ前述ノ如ク，一時二多量二探リ氷室二

貯蔵シテ同一ノβ血清ラ用ヒタノデアルカラ，從來ノ研究ノ結果此ノβ血清ノ凝集便ハ全賢

験チ通ジテ略鐘化ナイモノト見倣シテ差支ヘナイ．從ツチ之二列シテB型，A嘔型血球ノ被

凝集贋ガ春秋二高ク，参低イド云7結果ニナッタノデアルカラ，大凡ソ血峨ノ被凝集慣ハ春

秋二高ク，参低イノデナイカト思考セラレル．

 之二反シテ，α血清ハ血球ノ検査ト同時期二採血シタモノデアルカラ，血球ト共二血清ノ

凝集贋ニモ愛動ガアルモノト見ナク1ノハナラナイガラ，英ノータメニ比ノα血清二勤シテA

型，AB型血球ハ英二各ハ被凝集贋高ク，春秋二於テハ低イド云7結果ニナッタモノデナイ

カト思バレルノデアル．印チ此ノ實験ハ同一人ノ血清中ノ凝集素贋ノ季節的愛動テ多藪ノ血

球二就テ検査シタコト・モ見ラレルノデアル．宮崎（拾吉）ハ血清ノ凝集贋ハ参高ク，春秋二

於テ低イド言ヒ，且ツ英ノ言巳載テ見ルニ，α血清二於テハ葉ノ季節的愛動ガ可成リ著明ノ如

クデアル．今若シ，此ノ成績ガ事費1デアノレトスルナラバα血清二対シテ，A型，AB型血球

ノ被凝集贋ガ名高ク，春秋二低クカツタノハα血清ノ凝集慣ガ宮崎ノ言アガ如ク，参高ク，

春秋二低ク，而カモ英ノ蟹動度ガ血球ノ前述ノ如キ季節的愛動ヨリ高度デアツタガタメデア

ルト解澤サレルコトニナル．而シテ，叉然リ｝スルナラバ血清，血球共二季節的二共ノ凝集

硬及ビ被凝集倣二蟹動テ來スコトニナルガ，此ノ蟹動ノ仕方ハ金ク反射トナリ，血潜ノ凝集

慣ノ高イ時ハ，血球ノ被凝集憤ハ低ク，血清ノ凝集傲ノ低イ時ハ血球ノ被凝集慣ハ高イコド

・ナリ，山本（千佳），水谷（榮夫）ガ實鱗ノ総果知リ得タ如ク，一般二同一人ノ血液中ノ血清

ノ凝集贋ト血球ノ被凝集贋トハ千行セズ’，血清凝集債ノ高イ時ハ，血球ノ被凝集贋ガ低ク，
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血清ノ凝集慣ガ低イ時ハ血球ノ被凝集｛質ガ高イド云フ關係ニアルトノコト及ビ余ガ本編第2

節二於テ述ベタ如ク，血球ノ被凝集慣ハ男子二高ク，女子二低ク，血清ノ凝集慣ハ男子二低

ク，女子二高ギガ如キ關係ニアルコト等テ併セ考察スルナラバ誠二興味深イ事柄デアルト思

7．

替
秋 冬 男 女

血球被凝集便
甘同 低 者同 低

血清凝集硬 低 高 低
昔同

第四章 結  論

 本編二於テハ人血球ノ被凝集贋八個人的差異以外二年齢，性，季節等トモ相關関係アルコ

トテ知リ次ノ緒論二到達シク。

 1．人血球ノ被凝集贋八年齢ト相観開係ガアリ，幼少ノ時ハ低ク，年少ヨリ批年二及ブニ

從ヒ漸次高クナリ，老年二及ビ再ビ下降スル．

 2．人血球ノ被凝集贋ヲ男女別二比較スルト男性二高ク．女性二於テハ比較的低イ様デア

ル．之ハ血清ノ凝集便八女性二高ク，男憧二低イド云フ報告け嚇的關係二立ツモノデア

ノレ．

 5．人血球ノ被凝集慣ハ春秋二高ク，冬ハ比較的低イ様デアル．郎チ，此ノ結果ハ血清中

ノ凝集素ノ凝集償ハ春秋ハ低ク，冬ガ高イド雲フ報告は欄1的關係二立ツモノト思バレル．

 処シ，北ノ種ノ實験ニハ血清ノ凝集贋，血球ノ被凝集贋ノ個人的差異ト年齢，性，季節ニ

ョル相違テ顧慮シテ，多藪例二戯テ實駿セネバ正シイ域縷テ得ルコトハ困難デァルコけ今

後ノ復詠者ノタメニ特二脚注意ヲシテ置キ度イド思フ，何ントナレバ同一個人ノ血球ノ被凝

集住及ビ血清ノ凝集素贋八年齢，健，時季，健康ノ如何ニヨッテ可成リ動橋スルモノデアル

カラデアル．
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